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ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
の
国
境
の
市
、
テ
ル
メ
ズ
郊
外
の
カ
ラ
・

テ
パ
仏
教
遺
跡
で
の
即
興
演
奏
の
音
色
が
、
「
絆
」
と
「
平
和
」
を
祈
り
つ
つ
国
境
を

流
れ
る
ア
ム
ダ
リ
ヤ
川
を
越
え
て
い
く
。 

 

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
の
「
国
交
20
周
年
音
楽
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ツ
ア
ー
」
の
一
行
は
、

タ
シ
ケ
ン
ト
、
ブ
ハ
ラ
で
の
大
学
や
音
楽
家
と
の
交
流
と
演
奏
会
を
終
え
、
バ
ス
に
５

時
間
余
り
揺
ら
れ
ブ
ハ
ラ
か
ら
サ
マ
ル
カ
ン
ド
に
到
着
し
た
。
サ
マ
ル
カ
ン
ド
は
、『
青

の
都
』
、『
東
方
の
真
珠
』
な
ど
の
異
名
を
持
つ
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
十
字
路
に
位
置
す

る
イ
ス
ラ
ム
の
色
彩
の
濃
い
古
都
で
あ
る
。 

世
界
遺
産
の
レ
ギ
ス
タ
ン
広
場
で
の
合
同
演
奏
会
の
開
催
と
い
う
悲
願
に
、
多
大
な

努
力
と
労
苦
を
結
集
さ
れ
た
関
係
者
の
夢
が
実
現
し
た
当
日
の
演
奏
会
が
甦
っ
て
く

る
。 

 

ウ
ル
グ
ベ
ク
・
メ
ド
レ
セ
の
建
物
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
多
く
の
聴
衆
で
会
場
は

熱
気
が
漂
っ
て
い
た
。
開
会
行
事
を
終
え
、
待
ち
に
待
っ
た
演
奏
会
が
始
ま
っ
た
。
ざ

わ
め
き
を
鎮
め
る
よ
う
な
尺
八
の
重
厚
な
音
色
が
建
物
に
反
響
す
る
。
切
れ
味
鋭
い
バ

チ
さ
ば
き
で
、
津
軽
三
味
線
の
乾
い
た
糸
か
ら
奏
で
る
音
が
胸
を
打
つ
。
琵
琶
の
物
悲

し
く
も
切
な
い
弾
き
語
り
か
ら
は
、
祇
園
精
舎
の
鐘
の
音
が
聞
こ
え
る
。 

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
邦
楽
の
世
界
に
横
笛
と
ネ
パ
ー
ル
の
バ
ン
ス
リ
の
音
が
共

鳴
し
合
う
。
ネ
パ
ー
ル
の
打
楽
器
、
タ
ブ
ラ
を
巧
み
に
操
る
指
さ
ば
き
に
魅
せ
ら
れ
る
。

ブ
ハ
ラ
の
民
族
音
楽
と
民
族
舞
踊
を
し
な
や
か
に
舞
う
女
性
と
の
共
演
は
、
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
情
景
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
ブ
ハ
ラ
の
演
奏
家
と
日
本
の
演
奏
家
と
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
す
る
と
、
聴
衆
か
ら
の
手
拍
子
が
大
き
な
う
ね
り
と
な
り

演
奏
家
と
一
体
と
な
っ
た
。 

陽
が
沈
み
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ワ
イ
ン
カ
ラ
ー
が
広
場
を
包
み
込
ん
だ
一
瞬
、

尺
八
奏
者
が
東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
願
い
作
曲
し
た
「
絆
」
の
曲
が
合
同
で
演
奏
さ

れ
た
そ
の
時
、
上
空
に
一
斉
に
飛
び
立
ち
周
回
し
た
鳥
た
ち
が
、
歓
喜
の
さ
え
ず
り
を

ひ
と
き
わ
高
く
響
か
せ
た
の
で
あ
る
。 

 

サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
レ
ギ
ス
タ
ン
広
場
が
青
く
光
輝
く
時
、
そ
れ
は
旅
の
終
焉
で
あ
り
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
の
新
た
な
絆
の
序
章
で
あ
っ
た
。 

 


